
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療法人社団順養会 広報誌 

海老原病院だより 
 
「人生最後まで生き活きと･･･」の願いをこめた新緑のシンボルマーク。 
そして順養会とは「一人一人がもっている生命を寿命まで全うするよう、医道によってお手伝いをさせていただく」

という想いを込めています。 

 

 新年のご挨拶 
 昭和５４年、宮崎に帰るにあたって、これからはお年寄りが増えるので、外来は命の最後までＰ

ＰＫ（ピンピンコロリ）人生を、入院は寝たっきりになっても遠慮気兼ねなくお風呂に入れる療養人

生を、とリハビリ治療におもきを置き３４年たちました。 

見越した通り、世は「２０２５年問題」と名づけるほどの高齢化社会、２０５０年には全人口の５０％

で４０％の高齢者を支えるような超高齢化社会の諸相です。又、規制緩和で標榜科も自由となり

医療機能分化、専門化が進み、結果、受診回数が増すたらい回しの未来像となってまいりまし

た。 

「我が意を得たり」、病気のデパートご高齢者にとっては、総合的治療、リハビリ治療、介護を受

けられ、しかも“長期入院可能”な療養病床の海老原病院の出番です。  

今年は、さらなるサービスマインドの追及を職員一同で取り組みます。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

理事長 海老原爲博 

 



 

11 月の院内勉強会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  昨年１１月の院内勉強会では、医療関連感染管理委員会を中心に、全職員を対象とした「嘔 

吐物の処理方法」について実践練習を行いました。これからの時期に流行することが予想さ 

れるノロウイルスを、如何に拡散させないようにするか、また職員一人一人が迅速かつ適切 

に処理を行えるようになるということを目的とし、開催されました。普段、あまり処理に携わ 

らない職員も積極的に参加し、非常に有意義な研修会を行うことができました。 

  このように、当院では月に１回全職員を対象とした院内勉強会を開催しております。今後も 

機会がございましたら、この場を借りて紹介させていただきます。 

 

 

 

 

トピックス  
当院では、ご意見箱を設置しております。ご意見箱によせられました 

ご意見・ご要望などにより、7～12月に行いました環境整備をご紹介致 

します。 

 

 

   

 

手すり設置     LED照明導入     車椅子対応ゆったりトイレ増設 

 

院内お誕生会を開催しました。行事食（クリスマス・お正月）をお出ししました。 

 

 

 

 

～嘔吐物の処理方法～ 

より便利でより快適な 

環境づくりのご紹介 

 



 通所リハビリテーション 順養
じゅんよう

の杜
もり

より  
新年あけましておめでとうございます。旧年は利用者様はじめ、ご家族の皆様、関係者の皆

様には大変お世話になりました。また、旧年は開設 10 周年という大きな節目を迎えることがで

きました。ありがとうございます！ 

 旧年を振り返ってみると、新しい出会いの多い1年でした。利用者様の年齢層も60歳台～100

歳の方までと幅広くなり、よりにぎやかな場となりつつあります。今年も、利用者様の在宅生活

がより長～く、より快適～♪に過ごせますように、機能訓練に特化した体操や個別リハの充実を

はじめ、ケアマネージャーさん、主治医の先生等、他職種の方々とより一層ひとつの輪となって

いきたいと思います。今年も皆様にとって幸多き一年となりますように。今年もどうぞよろしく

お願い致します。                          順養の杜職員一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巨大“かまくら”が完成！  今年一年の抱負を短冊にしました！  お正月らしく、福笑いとかるたとり！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループホーム マザーハウスより 
 明けましておめでとうございます。今年も宜しくお願いいたします。 
最近、めっきりと冷たさが感じられる今日この頃ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

マザーハウスの皆様は、お元気に過ごされています。 
このまま、インフルエンザや胃腸炎など流行に乗らないように、気をつけたいと思います。 
 さて、今年の元旦はお天気にも恵まれ、町内の八幡神社へ初詣に出かけました。 
例年通り、地区の方の御厚意で「ぜんざい」を頂きました。温かくて美味しかったです。 
その他にも車中からですが、近くの神社に手をあわせ今年の無病息災をお願いしました。 
本年もマザーハウスの理念を素直に受け止め実践できるように、職員一同努力して参ります

ので、よろしくお願いいたします。 
 ～私たちは、マザーハウスにおいでいただいた方々の、声なき声を聞き、見えない所を察し 
て、安心できる安らぎの場所をつくります～ 
 
 
 
 
 
※この場をお借りしまして、１２月には「マザーハウス運営推進会議」（家族会）に、たくさんのご

家族の方がお越し下さいました。また年末年始も多くの方の面会がありました。利用者様も

楽しく過ごされていました。ありがとうございました。 



TEL:0985-75-2115 内線 39 

（担当：田河） 

 

     
                

ＴＥＬ：0985-75-1414 

（担当：片岡） 

     
                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療法人社団 順養会 海老原病院 
〒880-1101 

宮崎県東諸県郡国富町大字本庄 4365 

TEL：0985－75－2115（代表） 

FAX:0985－75－2168 

URL:http://www.junyoukai.or.jp/ 

mail:ebihara@junyoukai.or.jp 

（地域連携室担当：松﨑、戸髙、ケアマネージャー照屋） 

病床数：医療療養病床 52 床 

介護療養病床 32 床 

診療科：整形外科・リハビリテーション科・皮膚科・ 

内科・外科・呼吸器科・胃腸科・泌尿器科 

診  療：【平日】午前 8：30～12：30 午後 1：30～5：30 

【土曜】午前 8：30～12：30 

【休診】土曜日午後、日曜日、祝祭日、年末年始 

病院理念 

人としての誠実さと医療人としての実力を高め、健康上の 

不安と安心を患者さまと共有します。 

 

基本方針 

●医療・看護・介護のトータルケアを目指し、心のこもった 

良質なケアで地域の皆さまの健やかで明るい暮らしに 

貢献いたします。             
●地域の中核病院として、患者さまのニーズに即応したＱ 

ＯＬ（生活の質）向上のため、ＥＢＭに基づいた良質の医療 

を目指します。 
●他の医療機関や保健・福祉及び各施設、ご家族との連携 

を推進し、患者さまを中心とした全人的チーム医療を目 

指し、トータルベストクア、ケアに努めます。 

●患者さまの権利を尊重し、患者さまが、安心して快適な 
 入院生活をお過ごしいただけますように、職員一同取り 
組みます。 

●心のこもった行動を柱とし、地域の重症患者さまの医療 
を担う役割を持つ医療機関の構築を目指します。 

 

当院をご利用の皆様へ（患者様の 7 つの権利） 
●患者さまは、どのような病気でも公正で差別のない医療 

 を受ける権利があります。 

●患者さまは、人間としての尊厳と安全に配慮した医療を 

受ける権利があります。 

●患者さまは、ご自身の医療について、その目的・方法・内 

 容・危険性・予後・病状経過などについて分かり易くて、 

 十分な説明を受ける権利があります。 

●患者さまは、説明を受け納得されたうえで、ご自身が医 

 療を受ける権利、あるいは拒否する権利があります。 

●患者さまは、ご自身が受けている医療について他の医 

師の意見を聞く権利があります。 

●患者さまは、ご自身が受けている医療について知る権 

利があります。 

●患者さまは、ご自身に関する個人の情報やプライバシ 

ーが守られる権利があります。 

 

グループホーム マザーハウス 

通所リハビリテーション 順養の杜 


